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シンガポールの親族関係の研究
ーその稀薄化問止メカニズムの解明K向けてー
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序 論
本論文は東南アジアの一産業社会であるシンカ'ポール
の綴銭関係、を産業化との関連で分析 ・解釈を試みるもの
である。シンガポールを謁王立地』ζ設定した忠由は，欧米
を対象にして縫立された観族関係の稀簿化をめぐる従来
の，11論が，国土618.1'f-万km，人口260万の小向家形態を
とりながら一人当りの同民所得4595US$ (1986年)と
加速的産業化を果し，そして多民族，多言語，多宗教に
よる多元的かつ重庖的社会構溢をもっシンカ'ポールIζ.
どの緯度適用可能かを検討するためであ忍。まずは.シ
ンガポールが，どのような歴史的経過をへて今日のよう
な織相を呈するようになったかKついて，簡単に記す。
シンガポールは， 1819年の東インド会社総管， ラッフ
ルス・卿の進出lζ始まり，以後1959年κ軍事・外交権を除
く自治携を獲得するまで英国の海狭植民地としてその統
治下IC置かれた。その間，シンガポールは中継貿易港と
して機能し地場建築はほとんど板づいていない。I)しか
しながら， 1961年の第一次工業開発計画の発足で製造業
を中心とする労働集約烈産業.そして70年代後半からは
付加価値の高い校術集約型産業ならびに流通.金融，観
光などのサービス部門が強化されるなど，独立後は著し
い経済成長を遂げている。2)
とζろで，産業化の途を ζ うして歩むシンガポールの
主要な構成員は，中国からの移民であるf)乙の移民現
象を引き起乙す背f誌には，プール要因として英国政府に
よる績民地経済の開発があった。例えば.マレー半島で
の錫鉱山.ゴム ・プランテーショ ンは， 中国からの労働
者の考人を促進したのみならずインドネシア.インド等
からもクーリーを引き寄せる乙とになったのである。当
初の入植者は出稼ぎの色彩が濃く定住ぶ向と結びつかな
かったが， I f1国系移民を例にとると，中国』ζ起った大手
天国の乱以後，彼らのシンカポポールでの定住志向性が確
立するようiζなった。)従って，中国での政治不安がプッ
シュ要因として作用したものと推察される。
乙のような肢史的経過を経て，シンカ'ポールは比較的
短期間で，多民族国家を形成するに盃った。乙のシンガ
ポールにおける急速な産業化と多民族社会という特色が
観劇場係の分析枠組を構築する際にも喧要とな ってくる。
すなわち.産業化が親族関係に与える影響警は同一社会シス
テム内での得々の民族が保持している既存文化のちがい
により大きく~なる乙とが考えられ.シンガポール社会は
その仮説検証のための有効な題材を提示しうるのである。
本格の第一の目的は，産業化による籾族関係の橋薄化
説が，シンガポール社会でどの程度妥当するのかを統計
謁査データで検討する乙とにある。しかし，その詳細に
5 ) 
ついては，既に別所で明らかにしているので.乙乙で
は必要政小限のデータ提示と考察に留めたb、。そして，
本稿では，その結論が生じてきた締治的メカニズム(民
族別産業化の受けとめ方)を主として民族glJ事例調査を
通じてより明献にしていく乙とに第二の目的を置きたい。
法方
1.対象と資料収集の方法
本研究は.対象を子供夫婦とその緩から成る親族関係
に絞っている。統計調査では，対象者を既婚の男性及び
女性で，しかも本人もしくは配偶者の級の少なくとも l
人がシンガポールに在住している者に限定した。統計調
査は，質問紙法による留償き，郵送調査である。なお，
有効回答は357件であり ，彼らのまま本的属性は表1が示
???
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すi湿りである。 シンガポール人のみを対象とした。原則として1985年に
行なった調査対象者の中から，各民族3ケース，合計9
ケースを抽出し.1986年にインテェンシィブな事例調査
を行なった(但し，紙砺の都合上民各族 1ケースのみ
続いて，表2は事例調査におけるデータ提供者 Cinfor-
mant)の属性であるが，乙 ζでは民族要因が親族関係に
与える彬符ぞ主眼に慣き，中国系，マレー系，インド系の
表 1 統計調査における対象者の基本的属性
性別
男性 201 ( 57.3%) 
女性 150 ( 42.79約
351 (100.0 %) 
年令
20-24% 14 ( 3.9~約
25-29才 104 ( 29.29約
30-34才 122 ( 34.3 ~約
35-39才 74 ( 20.8 ~的
40-44才ー 26 ( 7.3%) 
45-49才 8 ( 2.2第)
50才以上 8 ( 2.2 ~的
356 (100.0 ~彰)
職業
専門戦 60 ( 17.5 ~的
管理職 18 ( 5.2%) 
校術駿 96 ( 28.09彰)
事務職 79 ( 23.0%) 
セールス駁 1 t ( 3.2%) 
サービス職 1 ( 3.2%) 
工員、運転手 43 ( 12.5 %) 
自営業 5 ( 1.5 $杉)
主婦業 14 ( 4.1 S彰)
その他 6 ( 1.8%) 
343 (100.0%) 
表2 事例調査における対象者の』基本的凶性
最終学歴
学校教育無し
小学校又は中学校
高校文は高専
大学
人種
中国系
マレー系
インド系
その他
宗教
キリスト教
仏教又は道教
イスラム教
ヒンズー教
その他の宗教
無宗教
中国系 .マ レ一系 イ ン
2 ( 0.6%) 
179 ( 50.7%) 
110 ( 31.2 %) 
62 ( 17.6%) 
353 (100.0%) 
163 ( 67.4%) 
49 ( 20.2%) 
27 ( 11.2%) 
3 ( 1.2%) 
242 (1∞.0%) 
79 ( 22.4%) 
54 ( 15.3%) 
19 ( 5.4%) 
125 ( 35.5労)
2 ( 0.69杉)
73 ( 20.7%) 
352 (100.0労)
ド 系
000夫妻 Fauzi夫妻 Dass夫妻
夫 委 夫 委 夫 委
年令 30 才 31才 28 才 27 才 32 才 30 才
職業 技術験 事務職 技術職 事務職 自営業 失の仕事の補佐
学歴 高等卒 中卒 高専卒 中 卒 中 卒 中 卒
宗教 キリスト教 道教 イスラム教 イスラム教 ヒンズー教 ヒンズー教
|住宅 2DKの政府公団 2LDKの政府公団 一戸 建住宅
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を紹介する)。対象選択の条件は.主』ζ 「年令Jと「宗
教J.である。事例調査では，対象夫妻の年令を，25-35 
jiζ設定したが，それは，各民族の親族関係の背後にあ
るメカニズムiζ与える属性の効果を出来るだけコン トロー
ルし，より本質的な稀薄化阻止のメカニスeムを模索して
いく ζとの必要性からである。一般的IC，シンカ'ポール
では年令によって他の属性.例えば，生活水準，教育歴，
収入などが大きく規定される傾向がある。宗教について
は，7 レ一系とイン ド系の湯合は.それが各民族の過半
数ICより支持されているという慰由で， 7 レ一系におい
てはイスラム教にインド系においてはヒンズー教に限定
した。6) インド系に関してはイスラム教やキリスト教を
信仰する人の数も決して少なくはなし宗教の多機性も
身威すべきであるが.今回は時間的制約から:'ilJ愛した。
なお， 3 ケースの~{9IJ~売は，調査者が予め用意した
メカニズム島平明に向けての分析項目に宇和拠する形で.
lケースにつき数凪の家庭訪問而接調貨を行なった。 14
篠認、が必要と判断された事項については，屯話による布fi
足インタヒ'ューの機会を設けた。面接場f伺は，基本的IC
lま調査者2人とデ ター提供.(jである子供夫婦から織成さ
れる。
2 .分析枠組
まず，統計分析に後いては， r産業化」 と綴和性の高
い袋因を説明変数IC，r籾族~能J を彼説明変数』ζ設定
した。産業化による親族関係の稀薄化説がシンガポール
社会でどの粍皮iζ通用できるかを見るため，方法ー として
は 産業化のどの側面がシンガポールの級族関係のいか
なる次元に影響を及ぼしているかを明らかκすべく刀法
治的側人主投のアプローチを事長期した。
と乙ろで，シンガポールを対象とする幼合IC重要な変
数となる民族ICついて簡tj1IC触れておく。シンガポール
は，各々の民族文化lζより規定される生活綴式の途いを
顕著IC際立たせている。乙の観察に基づき， 分析枠組の
中IC民族変数を組み入れた。それは，民族というフィル
ターが異なれば，~主業化の要閃の 「受けとめ方J Iζ売実
が生じ，ひいては，それが観族関係の猪側面K影響を及
ぼすのではないかと言う仮説に依拠している。
今日迄の民族iζ関連させた綬族関係の調査で， ~も頻
繁に取り上げられてきた対象は，黒人 ・白人であったよ
うに思う。アメリカでの研究の多くは，白人よりも浪人
に緊結な鋭l1A関係を認めているが，それが経済的要因に
よるものなのか，民族文化的要閃により規定されている
ものなのかについては議論の分れると乙ろである。7)ホ
フアース(Hoffe川， S. L. 1蜘 )81i綴々な凶性
変数をコン トロールした後，黒人と白人の聞に， 続悠|対
(3 ) 
係の後維な差異を発見している。そ乙で，本稿の統計分
析では，民族による税族関係の相良をも検討する。
続いて，事例研究では，統計分析結果を踏まえて，そ
の稀薄化阻止メカニズムを議品の中心Itji'( く。 続薄化~n
Itの焚ー困lζは，シンガポール内のほとんどの民族，例え
ば， r1J国系，インド系，7 レ一系民族IC共通している全
体社会 レベルの総造要因と，その下位システムとしての
民族に特徴的に認められる民族レベルの初治安悶がある
と惟)Eし，考察をj必l渇する。乙の)'J"察の)J法は，価値形
成や行為に対する彫轡要因としての社会総造要因か ら，
第一次集団内の凶わりで継承されるいま一つの影響要凶
である民族文化的要閃を分離させよ うとしている乙とか
9 ) 
ら，ベングストン (Bengtson，V.し.1975) の)j
法論IC部々的lζ依拠している。
3.概念の指徳化
乙乙での1正本的変数は， r版業化J，r鋭族機能」と，
「民族」である。以下，簡単IC，乙れらの続念の桁標化
について説明しておきたい。まず方法論的集団主義にお
いては.その社会の産業化の指僚と して，~業化の集問
的諮特徴が使用される。具体的には，経済成長率，社会
制度の発達，社会分業形態等ーにより，その社会を産業化
のある発展段階IC位laつけている。そして，その方法lζ
於いては，その社会で機能している親族関係の背後に
は，ある発援段階の産業社会が自明のPI!として存夜し.
級族関係Iιもインパク トをうえている乙とが与件とされ
ている。 l草本的には方法論的*問主義が示唆するように
注業化は社会全体に適用されうるべき綬;念、である乙とに
は疑問の余地もなb、。しかし，乙の方法では，その注業
社会の籾族関係をある特定時点でマス指標を用いて7 ク
ロ的.及び断l雨的lζ減量見する乙とは可能であ勺ても，級
族関係の方向性は示唆しKくく，データ解釈に当って力
動的閃梁論の視点を欠きやすい。従って，今回は，経済
成長不で特徴づけた集団や社会を単位とした7 ス指僚で
はなく，社会の産業イtlC当ってシンカ'ポール社会から期
待されていた個人の特性， つまり ，地埋的移動によ って
引き起乙されたl誕崎千と観の問の f地F目的距離の拡大
(化)Jと， r高学歴(化)J. r専門職(化)J 及び r~の
家庭外就労 Cft)Jをもって産業化の指療とした。
次iζ，級族機能についてであるが，親族研究において
「機能Jの概念規定は種々である。 本稿では， 機能を個
人や骸家族の安定IC貢献するものとして捉えるのではな
く，むしろ規族成員の 「連帯JIC資するものとした。結
局観族機能は， r規範怠識としての拡大家族志向性Jと，
子供夫婦とその鋭との関係でやり取りされる「親族約互作
用J，そして，親族を生活資源とする「親族資源志向性J
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に内容的tζ碍次元化された。親族相互作用は，貌族聞の
後触頻度.経済的援助，生活共有度IC加え，親からの日
常的家事援助の提供などの指標で測定された。また， 規
族資源i志向性は，老親介護，乳幼児の世話の項目で，既
婚子が家族及び親族外の人間や公的機関よりも親族を資
源として利用しようとする志向性の程度で見た。
段後』ζ，民肢の指標化であるが，統計分析では， r入
額J.，と「宗教JIζ求めた。人種は.中国系， 7 レ一系，
インド系で指標化し，宗教は，仏教 ・道教，キリスト教，
イスラム教，ヒンズー教を街標とした。
結果と考 察
1.産業化と親族機能
表3は，産業化の指標として取り上げられた諸変数が
親族関係のどの側面に影響するのかを示したものである。
妻賢3 産業化及び民族要因と親族機能
乙の表でみるように， 既婚子が規範として持つ拡大家
族志向性は，産業化のどの変数とも有意な関連性を表し
ていなし、。なお，親族の相互作用の面では， r親と会う
頒度Ji親と電話で話す頻度」そして 「親への経済援助J
などの項目が，産業化要因である地理的距離の拡大化，
委の家庭外就労化と関連している乙とが認められたもの
の.高学歴化や専門職化は，r親族相互作用」のほとんどの
項目と関連していない。しかし一方で， 高学歴化は，籾
族資源志向性と関係している乙とが表3，ζ示されている。
そ乙で，次に必要な乙とは，産業化の諸要因が親族機能
』ζ及ぼす影響の方向性を明らかにする乙とである。
リ スー (Reiss，P. J. 196210)は，産業化要因で
ある地忽的移動を拡大家族の相互作用の重要な変数とみ
なし，鉱大家族内の一方の核家族の移動は，残された骸
家族との関係を弱体化させてしまう乙とを示唆している。
産業化の要因 民族要因
地理的距
高学歴化 専門職化 委の家庭 人 種 耳ぞ全ミ=ミ， 教
拡規
既婚子に対する綴の権威
大範 既婚子から親への経済援助
家と
族し 緊用時の際の親から既婚子への経済媛助
芝、て
向の 既婚子による親宅への定期的訪問
車見 性
居住形態志向
既婚子が親と会う頻度
族
相 既婚子が親と電話で話す頻度
五 既婚子から親への経済援助
機
作 緩から既婚子への経済銀助の有無
周 鋭から既婚子への日常的家事援助の提供
能
親との生活共有度
資家 老人介護に関する家族外資源志向性
源族
ゴご .
IC，.'、 老年期の親族資源志向性
向親
性族 育児に関する親族資源志向性
ーは有意差なし、数値はx2検定における有意水準
( )はcramer'svalue 
般の増大 外就労化
0.0038 0.0048 
(0.21772 ) (0.21811 ) 
O.∞07 0.0011 
(0.24594 ) (0.24098 ) 
0.0016 
(0.19892 ) 
0.0000 0.0095 
(0.33294 ) (0.22559 ) 
0.0139 0.0061 
(0.18408 ) (0.23636 ) 
0.0066 0.00471 
(0.17370 ) (0.16092 ) 
0.0092 0.0060 
(0.19941 ) (0.21325) 
0.0006 
(0.23999 ) 
0.0356 0.0043 
(0.13943) (0.20651 ) 
0.0171 0.0023 
(0.18564 ) (0.23127 ) 
0.0222 0.0322 
(0.14817 ) (0.17140 ) 
0.0488 
(0.1317) 
(4 ) 
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また，アダムス (Adams，B. N. 1968)11)1は， t見族問 場合に較べて，続族問の対面篠触 (CRAMER'SV = 
の地理的距離が，親族の相互作用の種類，対面接触の盈 0.22559)及び電話によ る接触頻度 (CRAMER'S
を規定し，地珂的距離が拡大すれば，親族間の交流は余 V=0.23636)が高く，鋭への経済援助に規則性 CCRA-
暇の領域に限定されるとした。今回の調査結果でも，親 MER'S=0.16092)を付加 していた。また.税から
との対面接触が地理的距離の拡大化に対し脆弱 (CRA- の日常的家事援助の提供 (CRAMER'SV=0.23999) 
MER'S V = 0 . 33294， PEARSON'S R = ー や親との生活共有度 (CRAMER'SV = 0.20651) 
0.30768)であり，既婚子が親と会う頻度は地理的に隔 の面で，委の家庭外就労化は，親族の相互作用を活性化
たるにつれ低下している。問機κ，親族問の地理的距離 させる機能を果していた。
の拡大は，m:話で話す頻度と負の相関 (CRAMER'S 以上の乙とを総話すれば，地盟的距離の鉱大化という
V = 0 .18408， PEARSON'S R =一 O.14417) IC 産業化の要因は，親族相互作用lζ負の影響を与えるもの
あるのみならず，親への経済援助をも不規HljIとすること であったが，他の産業化の要因が親族機能の方向性:1ζ及
が判明している。シンガポールでは，電話の通話料金も iます影響を考慮すれば，産業化により親族関係は稀薄化
距離の如何を問わず一定であるにもかかわらず，電話に するという一般命題は.シンガポールには妥当しないと
よる親との接触頻度は，地理的距離により篠実に影響を 結論づけられる。特に，乙乙で倣われた産業化の諸要因
受けている。なお.対面接触と電話による接触とは相互 の規範意識としての拡大家族志向性κ与える彩響が統計
12 ) 補完関係にないこと， そして，産業化の要因である地 検定の結果，皆無であった乙とと，妥の家庭外就労化に
理的距離の鉱大は，乙のどちらの形態の接触をも稀薄化 代表されるように，ある産業化の要因は，親族機能を高
させている ζとが備摘できる。 めるべく作用していた ζ とは上記の結論の根拠を成すも
と乙ろが，高学歴化が親族関係!C与える影響は必ずし のである。とのととから，いかなるメカニズムで，産業
も稀薄化の方向ではなし、。まず，親との生活活動の共有 化による親族関係の稀薄化が閉止されているかを追求し
度は，学歴が高くなるにつれ榊大している (CRAME- 整理する作業が必要にな ってくる。乙の点については ，
R'S V=0.13943)。同様IC，老年期になれば綴族を 本稿の後半IC譲るととにしたい。
資源として活用しようとする志向性 (CRAMER'S 2 .民族と親族機能
V =0.14817， PEARSON'S R=0.14609)や，乳幼 表3の民族要因と関連するデT タが示すように，民族
児の世話を必要とする際に親族関係を利用しようとする による親族機能の相異は，多岐にわたっている。まず長
志 向性 C CRAMER 'S V = 0 . 13117 ， PEARSO- 初に，規範意識としての鉱大家族志向性を見てみたい。
N'S R=0.13071)も，高学歴である程強くな ってい 図 lK拠れば，インド系の約4割が「既婚子に対する親
る。乙の ζ とは，産業化の要因である高学歴化が，シン の権威」を宵定しているのに対し，中国系の大多数は否
ガポールIC於いては必らずしも夫婦家族イデオロギーの 定している。 ζれを宗教別にみれば，ヒンズー教徒K親
内而化による夫婦家族の機能的自律性の強化Kつながる の権威を肯定する者が位も多く，キリスト教徒κ最も少
ζ とを意味していない。むしろ，高学歴化は，部分的に なし、。また，子供夫婦の緊用時κ於いては，親に経済援助
は親族関係の強化岐となっているとの考察も乙 ζでは可
能であり， ミラー (Miller，K. A.目84)とオピキー
ズ (ob1km，D.S 198714Jの調査知見を反証する
結果となっている。しかしながら，専門職化と親族機能
との間には何ら有窓な相関がない乙とが表 31ζ示されて
いる。
段後iζ，委の家庭外就労が.親族相互作用にいかに関
連しているかについて説明しておきたし、。建論的には，
妻の家庭外就労は，女性を親族関係の狗束から経済的，
精神的に解放させる契機となり，職業、ノステム』ζ参入
する乙とでネットワークを拡散させ，続族関係を稀薄
化させる乙とが考えられたが，今回の調査給果をみる
と，むしろ親族関係を緊密化させているのである。例
えば，妻が家庭外で就労している場合は，そうではない
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図2 規範としての居住形態志向
を依頼しても犠わないとした蹴骨子は，中国系では9割以
上に述するのに対し，マレ一系は.他の民族1:較べ.それ
に賛成する者の割合は低くなっている CCRAMER'S
V = 0.24594)。宗教別比較においても.キリスト教徒と
仏教 ・道教徒は.親からの経済援助を良しとするのが大
多敬であるのκ対して.イスラム教徒は他の宗教に鮫べ，
相対的K少ない CCRAMER'S V = 0.24098)。続
いて，図2は，宗教別に「規範意識としての居住形態志
向」を表わしたものである。全体としては，近居志向が
圧倒的であるが，居住形態別にみれば. イスラム教徒の
図3 老親介護の援助源
??? 94 
58.8~杉 ??
???? ??
66 
4 1.3~杉
， ， 
マベ巨
、、
公的サービス
32 
68.1% 
10 
37.0% 
子供
図4 C自分の)老年期の援助源
同居J志向，ヒンズー教徒の近居志向，キリスト教徒の>JI 議すべきか，妥はあくまでも仕事を続け，その代わりに
居志向により特徴づけられている。 有給の介護人を雇うべきかについて人種別にその回答を
次1:，民族による貌族の相互作用の違いであるが， 表 見たものである。 ζの図からは'7レ一系の委依存.す
3でみるように緩からの経済援助の有無のみが 人種な なわち規族資源志向性と，中国系の家族 ・親族外資源志
らびに宗教によって相途している。クロス表を紙面が制 向性の高さが強調されている。また，同質問に対し宗教
|叙されているため割愛するが.それに拠ると人種別では. 別にみれば，イ スラム教徒の 6!lJ以上が.妥が仕事をや
インド系の4害IJ以上が，鋭からの経済援助を受けた経験 めるべきと答えたのに対し，α教・道教徒の聞では.それ
があるのに対して.中国系及び7 レ一系1:至っては2筈IJ は約3害Ijll:も満たない (CRAMER'SV=0.23127)o. 
以下しかいない CCRAMER'SV =0.19941)。また. 同様に， 図41ζ明らかにされているように，老年期にな
宗教との関係では.ヒンズー教徒の過半数が.そして. れば公的サービスよりも観族を資源として活用しようと
キリスト教徒の3割強が，緩からの金銭援助を経験して する志向性は，'7レ一系が最も強く，インド系が段も弱
いる。しかし，仏教・道教徒やイスラム教徒の聞ではこ い結果1:江っている。
の経験者は 2'!IJ以下に低下しているCCRAMER'S グード CGoode.W. J.， 1968)14)，ま.産業化を夫
V=0.21325)。 婦家族イデオロギーと相補的』ζ進展するものとみなし
最後に，民族ICよって籾族資源志向性がいかに巡って たが，その意味ではシンガポールの産業化の過程で，
くるかについて，図 3 ・ 4 を参照したい。 図 3 は，~親 産業化の影轡要因に最も早しかっ磁極的に対応した
介護が必要となった際に，有職.Jiが仕事をやめて貌を介 のが中国系であるという乙とが可能である。なぜなら
(6 ) 
本村他.シンガポールの観族関係 -407-
1.夫婦家族イデオロギーは.親族問の一方向のポジ
ショナルな権威を否定し . ζの傾向は中国系K.最も顕著
iζ観察されたからである。 加えて.中国系は，親からの
経済援助も必要κ応じては良しとする規範をも支持して
いた。乙れは，鋭から子供夫婦への経済援助が主流の西
欧型親族関係へ移向する兆しである。また， 中国系は，
観族資源志向性が弱く.乙の ζとは.潜在的な続族機能
縮少を示唆している。 しかしながら，全般的には，中国
系も他の民JI.問機.緊衝な親族相互作用が観察されてい
る。その意味では.中国系の親族関係は，夫紛家族イ デ
オロギ-IC立脚した修正鉱大家族関係であるとされよう。
一方，マレ一系は.総じて貌族資源志向性が高いとと，
経済援助に関しては級族聞の非互酬性により特徴づけら
れていた。また 7 レ一系の大多数が信仰しているイス
ラム教は， 他の宗教以ヒに同居志向との結びつきが強かっ
た。乙れらの点を総合すると 7 レー系の親族関係は，
鉱大家族志向に基づく非常に緊密な関係であると推定で
きる。
シンガポールのマイノリティ民族であるインド系の親
族関係は，今回の縦十分析から断片的な特徴が浮かび上っ
てきた。しかし.乙れらの諸特徴からインド系の級族関
係を結論づけることは，悶熊である。と乙ろで.そのζ
とを示知の上で調査知見から，あえて主たる特徴を列挙
すれば， 子供夫婦による級の権威の承認に見られる古典
的鉱大家族関係志向.近居志向(ヒンズー教).経済媛
助機能の高さ，そして老年期における公的サービスへの
志向性などが.あげられるであろう。
3.民族別稀薄化阻止メカニズム
本調査における統計分析結果は，シンカeポール社会で
は，産業化Kよって籾族関係が稀薄化していない乙とと，
そしてそれは，民族によって相違するという乙との2点
を示していた。そこで，次の作業としては.乙れらの民
族別の橋薄化阻止メカニズムがどのようになっているか
を.明らかにする乙とが必要となってくる。しかし，そ
の前lζ.中国系，7 レ一系.イン ド系の貌族関係lζ於い
て共通に観察される全体社会レベルの鱗造的な稀薄化問
Jl:.要因について，本稿の調査資料と他の研究資料lζ依拠
しながら説明しておきた七、
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有
図6 綴から絞済援助を受けた経験の有無
図5，ま，子供夫婦から親への実際の経済援助の提供状
況を，そして，図6は，鋭から子供夫婦への経済援助の
有無をそれぞれ示したものである。 ζれらの図から分る
ように，子供夫婦から銀への経済援助率の高さに比して.
貌から子供夫婦への援助率の低さが注目に値する。乙の
乙とが全体社会レベルの第lの続族関係橋薄化阻止の繕
透要因である。
15 ) 
サスマン CSussman，M. B. 1965)"-'1;: ，アメ リカ
の親族関係の一側面である経済媛lfJは，通常，続から既
婚子の}j向lζ流れるよ した。しかし.今厄lのシンガポー
ルの調査データからは全く逆の現象が表れており ，その
理由としては.観世代と子世代の経済的絡差が指摘され
うる。と乙ろで.その経済的格差の背民であるが，それ
は，西欧資本が役下され.業績価値に基づき機能してい
るシ'ンガポー ルの職業システムと関連がある。すなわち.
職業中心教育を受ける 乙とがロJ~であった20代・ 30代の
子世代と，可能でなかった親世代とでは，業績遂行能力
κ絡差が生じ.前者が一般的lζ云っておい経済能力を持
つようになる。事実.1983年iζ地以開発局が行なった老
人 C55.r以七)の事態調査では，彼らが職業教育を受け
るととが出来なかった乙とによる低賃金.文盲率の高さ
16 ) 等の事態が浮き彫りlζされている。 乙の観世代の相対
的貧困， すなわち子供からの経済的支綾なしには貧困問
に陥る親の存在が.子供夫婦の親扶養意識を再確認させ
ている。乙のことが， 既婚子に対する級の経済的依存関
係を確立させ.親族機能を高めているものと推察される。
従って，乙の意味κ於いて「観世代の経済的劣位jは，
乙乙で言う鋭族関係の稀薄化を阻止する全体社会 レベル
の崎造婆肉として位置づけられよう。
次IC.既婚子と鋭と言う貌族関係の稀薄化を阻止して
いるいま一つの栂造的阻止要因について説明しておきたL、。
さきに見た統計分析の結果では，妥の家庭外就労は.既婚
48 
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2i 特別な場合のみ 生活費の規則的かつ部分的援助 生活費の規則的かっ全額援助
図5 既婚子からま見への経済援助の形態
( 7 ) 
一408- 社会福祉学
子と親の相互作用を高める方向で作動していた。 ζのとと
は，社会福祉制度などの社会資源が十分IC整備されてい
ない条件下では，子供夫婦が職業システムに参加するた
めには，親族を資源として活用していかねばならない乙
とを示唆している。以下， 乙の「社会資源の限定性」に
ついて補説しておきたい。
シンガポールは，後発産業国であるととから短期間で
産業基盤形成iζ膨大な資本を集中させるという灘組をか
かえてきた。そのために，シンカ'ポール政府は.産業化
の発展段階を踏む過程で前述の意味での社会資源を盤備
していく方法よりも，家族や親銀の自助機能の向上を目
的とする政策を打ち出してきた。つまり英国型福祉政策
を否定である。例えば，親と子供夫婦の同居や近居を奨
17 ) 励する住宅政策ゆ儒教・道徳、教育の学校カリキュラム
への導入等が乙れに相当する。女性の家庭外就労との関
連では，公的保育所も一般的ICは高額であるという認識
が強い。同様に，前述した子供夫婦から続へ流れる経済
援助も，老級扶養i義務という社会規範iζ合致するもので
ある。乙の子供からの経済援助に|苅しストラー CStoller，
E. P. 1985)は.i自立Jが文化特性であるアメリカ
社会κ於いて，子供からの一方的援助は老人の幸編!穫を
低下させるとしたJ8)乙れに対し，シンガポール社会で
は.殺の既婚子への一方的経済的依存は，老人の幸福感
の低下ICつながらず.逸脱行為ともみなされない。むし
ろ，社会的慣行となっていると言ってさしっかえない。
そして乙の背f去には，政策lζより正当化された「社会資
源の限定性」が介在している。また，社会資源が不備で
公的サービスが期待できない状況下では，籾族問1の相互
19 ) 
依存性が高まる乙とは，ロウ (LauSiu-Kai， 1981) 
の香港の綴族関係lζ関する研究知見からも支持されうる。
乙の乙とから， i社会資源の限定性」を第2の待薄化阻
止の構造的要因と位置づける乙とが可能である。
最後の精進的要因としては.シンガポールの地理的条
件が指鏑されねばならない。従来の産業化と鋭族関係を
めぐる一連の議論は，地建的移動の変数をその中心に置
いていた。その盟由1.地E量的移動の結果生じる親族問
の地理的距離が，続族関係に於いて相互作用可能な成員
数κ影響するからである。すなわち，地理的距磁の拡大
化に伴い，資源としての綴族の利用可能性が低下する乙
とが通常予想される。
しかしながら，他の社会と較べて地理的lζ狭小なシン
ガポールでは，国内の地理的移動距雛が巌大である場合
でも，それには車で約一時間以内という限界があり，他
の条件が同じであれば，相互作用可能な成員数が極綿lζ
減少する乙とは予怨し難し、。放に，狭小であるというシ
C 8 ) 
ンガポールの地理的条件は，親族の利用可能性の幅をあ
る程度一定に保たせるという点において，親族関係の稀
薄化を限止する第3の構造的要因として設定されうる。
以上，親族関係の稀薄化問止要因を全体社会レベルか
ら考察してきたが.産業化と親和関係にある西洋的価値
の「受けとめ方Jはシンガポールの各民族によって異な
る。以下，その「受けとめ方Jを明らかにする形で各民
族文化にみられる親族関係の稀薄化阻止のメカニズムに
アプローチしたい。
1 )中国系親族関係にみる稀薄化阻止メカニズム
1) -a 0ケース
か4家は，日本企業に妓土として勤務する30才の夫と.
32才になる委と生後4ヶ月の息子から成る。
以下は，夫の陳述内容の一部である。 i委は，シンガ
ポール系の貿易会社に勤めています。息子は妻の両親宅
IC預け週末のみ怠子を自分遠のアパートに引き取ってい
ます。生まれたばかりの息子とは，週末だけではなく，
平日も遡のうち 3臼は，妻方宅で姿の両親と夕食を共に
しながら会っています。... 私の両線はマレーシアに在
住していますが，母は私達が結婚してから4ヶ月に一度
くらいの割合いでシンガポールに来て私達のアパートに
泊っていきます。母のシンガポール滞在は，通常3週間ぐ
らいですから，一年のうち2ヶ月は私透と同居している
という乙とになります。」乙の乙とに関して委は.i御
覧の通り私達のアパートは決して広くありません。義母
は，私i主のいない昼間は，テレビを見たり，知人の家に
遊びに行ったりするだけで，掃除だって一度も手伝って
くれた乙とはありません。夫が母線に対して必要以上に
優しいのがいけないのです。Jという言葉に代表される
ように，インタヒ'ューの聞に夫をしばしば冷評している。
しかし夫は， i親を歓待するのが子供の当然の務め」と
繰り返し述べている。
また，妥は「私達は，それぞれの実家の両貌IC，毎月
送金をしています。実は，私は出産lζ際して.退職を希
望していた時期もありましたが，夫の収入だけでは，私
の両親に送金出来ません。ですから種々の状況を考慮す
れば，私が働かざるを得ないのです。私には2人の姉と
弟がいるのですが，乙の弟が現在，雨続と同居していま
す。でも，弟は結婚もしていないし.定戦もないととか
ら，両親の老後は，私が経済的に支えていかなければな
りません。・-ーもし，乙の先，両親が倒れるようなこと
になれば，お金を出して介護してくれる人を採します。
その方が私が仕事をやめるより安上りなのです。……私
透の当面の問題は.私の両親の乙とではなく，夫の両親
の態度です。特』ζ.義母は現在の送金額に不満を持って
み;村{也'シンガポールの級族関係 -409一
おり，マレーシアで同居している妹夫ωの子供の教育費
を援助するように言ってきています。乙の謁チでは.夫
の親族IC，私達の貯えが流れ出てしまうのではないかと
いう不安さえ感じます。私が夫と貯金通帳を別の名儀lζ
しているのは，夫は.&NIC頼まれれば，貯金通帳をも彼
女κ渡しかねなし、からです。少なくとも私の分だけでも
自分i圭の将来のために確保しとかなければと思います。
義母は準"\~、人間ではないのですが.私i宝も犬財でや りた
いことや，行きたい所が多くあることをもう少し限解し
てくれたら良いのですが・-。とにかく私達の生活IC干
渉しないでほしいのと.私達の生活防衛のため.夫の両
親とは.できるだけ会わないようKしているのが現状で
す。J'C述べている。
1) -b 考 察
統計調査では.中国系の籾悠関係は.夫婦家族イデオ
ロギーに基づく修正拡大家族，忘向とされた。そ乙で統計
調査からの知見をも念頭lζji'iき， 0夫妻の'Tl例を分析し
たし、。
0)ミsの鋭族関係は，f!:Jj優位の非対林伐，規のO夫
妻への一方的経済依与により特徴づけ られていた。そし
て.長}j雨続との関係iζ焦点を当てれば，続から敏夫婦
へのチ守り.夕食というサービス提供と，娘.kMから税
への経済mJtlJという織に，双務的な資源の交倹が行なわ
れており鋭族関係の経済性が強調される形とな勺ている。
一方，夫}j雨続との関係は.地理的距離による制約を受
けにくい続済媛助を除いては，夫妻の任;怠的選択に基づ
いている部分も大きし、。ロワ氏は.香港中同人の家族主主主
に言放する中で，彼らの家族主投の思念的性絡を巧利的
家族主義 CUtilitariamstic Famil ism)と命名した。
そとでは，物質的利援が精神的なものK優先するとされ
ている。 O犬.]，tの場合も，籾族関係においてはイデオロ
ギー的側而よりも経済的OlIHioが浮き彫りにされている。
乙の乙とは，心照的ならびに物煙的コストのみが1まされ
て，報酬が得られにくい犬}j綴族関係を任窓際jな関係iζ
転化しようとする妻の行為lζ象徴的lζ示されている。実
際， 0犬Jlの高j続は，彼ら自身が送金しなければ生活が
できない程iζ.貧困である。それに， Mの両鋭とは地煙
的lζ近接しているζとから，また，怠子の世話』ζ関して
は，保育所』ζ預けるより観に依頼する方か白周が掛から
ない乙とも手伝って，1l方親族関係は緊密なものとなっ
ている。すなわち，図7にみるよ うに， r創世代の経済
的劣位Jr地問的狭小性」そして「社会資源、の限定性」
によって内容づけられた社会総造要因と，彼らの「巧手IJ
主義的価値志向lJとが相互に織強し合って籾族機能をお
めていると~えたい。
C 9 ) 
また.-}jで， 0夫妻の事例では，中国系が夫婦家族
イデオロギーと同一化しているという統計調奇の知見を
支持する箇所も見られる。例えli.Mは.度垂はる夫方母
~WJ) らの経済媛助要的Iζ対して「手以主の貯えが流れ11 :てし
まうのではなし、か......Jと危mし.また「私i主の生活防衛
のため，夫方l品}観とは，できるだけ会わないよう1(. ー J
と述べ，夫婦家綴イ デオロギーを間接的κ表現している。
従って，中国系のt易合は，夫制家族イデオロギーの内l俗化
か伺われ.それが.彼らの綴族機能を低下させる}j向で作
動していると点っても過言ではなし、。と言うのは. l~段階
では.夫の母線のシンカ'ポー ル訪簡や， 組済援助のt将額を
めぐっての問題が夫財間で浸性的なコンフリク卜源となっ
ており，乙の乙とから判断する|絞り.自分i主の家族を先
づも勺て防衛しようとする犬財家族イデオロギーは，夫
}jf見族との関係を弱体化させる結果を招いている。そ乙
で，夫婦家族イ デオロギーの内面化を司能な らしめた中
同系の民族的特性について.文化的価値志向の視点を添
え，考察を試みたい。
rl'嗣の伝統社会I(於いて.既婚子と鋭との理念的関係
は， r孝行Jを中絞とした家父長的性絡を滞びたもので
あった。しかし，英国値民地下の移民社会， シンガポー
ルでは， 中凶系移民は，既存の家父長的価値規範を徐々
に変化させながら般紙的に新社会へ適応していった。乙
の乙とは，クラ 7 ー CClammer.J. R. 1980)の研究
や.中国結婚委口会 CChineseMarriage Commltte) 
21 ) の狂言などにより明らかにされている。 従って.柄民
地下の移民社会での級族関係は，開会、的な中国の伝統的
観族関係からかなり細見したものとなっているのである。
そして，産業社会シンガポールIC/jぞいては.中国系の双
22 ) 
系的な続族関係がウォン CWong.A. K. et al 1979) 
の調査により指摘されている。乙の乙とは.少なくとも
犬}j優位の非対事']，的親族関係，すなわち中国の伝統的親
閥均係が過去のものになりつつある乙とを意味している。
実際IC，事例のO夫妻の場合も.1l方優位の鋭族関係が
認められていた乙とは既に触れた泊りである。
以七のような，中国系の外社会iζ対する窃かな適応性
は.中国系の状況中心的価値志向に依拠する行動バター
ンIC基づいていると考えたb、。そして，乙の「状況中心
的価値志向」が.外社会の変化や要請に対する反応を敏
感にさせ，その結果，産業化と通合性の高い夫婦家族イ
デオロギーの内[(o化へと結びついたものと推測でき る。
しかし一方で彼らが状況的であればある程，上述した3
つの社会構造婆閃との関連では続族機能を強化させるで
あろう乙とも俗摘されねばならなし、。なぜならば，状況
中心的価値志向は.いま一つの中国系民族の文化特性と
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される f巧利主義的価値志向」 をして貌族機能を強化さ
せる方向で作動する乙とが考えられるからである。すな
わち，乙れらの社会機造要因ICより作り出される社会的
状況下においては.彼らが状況中心的であればある程.
親族資源の積極的利用につながり，結果として，親族機
能の強化につながるという見方も可能と思われる。
乙のように分析してくると ，中国系の民族的特性とし
て設定した「状況中心的価値志向」は.社会情造要因との
関連では親族機能強化のイ ンパク トを，夫婦家主長イデオロ
ギーとの関連では親族機能稀薄化のインパク 卜を，親族fC
及ぽす乙とになる。 以上の考察を図式化したものが図7で
あるが.現段階に於いては.乙の「状況的価値志向Jは，
少なくとも親族関係を見る限り.中国系の伝統的 「孝行J
を中核とする儒教的価値志向を弱体化させ，産業社会の
価値の具現化とも考えられる夫婦家族イデオロギーの内
面化を推進させている。しかしその働きは.今の時点で
は.中国系の親族関係を稀薄化させるには至っていない。
なぜならば，状況的価値志向によって， 既fC存在する伝
統的な価値・規範と状況適合的行動とがある一定の距離
をもたせられているからである。つまり中国系の親族機
能が維持されている，あるいは，その稀薄化が阻止され
ているのは，産業化と親平n関係にある西欧的価値によっ
て「孝行Jを中心とする儒教的価値が弱められながらも，
状況中心的価値といういまひとつの価値を持っているだ
けに，それが機能した結果と考えられる。
7---ー ーー ・社会構造要因 .-一 一ー一一 I
11観世代の 社会資源の 地理的 ;
l経済的劣位 限定性 狭小性;
し一一一 ]一一一
親族機能維持
夫録家族イデオロギー
| 功利主義的
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図7 中国系親族関係にみる稀薄化阻止メカニズム
2)マレー系民族にみる稀薄化阻止のメカニズム
2) -a Fケース
(10) 
F夫婆は， 1年前K購入したばかりの公団住宅fC3才
の息子と住んでいる。夫妻は，マレーの伝統的慣行K習
い，結婚当初の 1ヶ月は姿方居住をとっていたが，その
後.現在の公団に移るまでの4年聞は夫方居住であった。
夫方定位家族は，シンガポールではすでに稀少となった
カンポン(村落地核)にあり，そ乙ではF夫婆と夫の両
親以外にも祖母， 3人の叔母lζ叔父がl人，そして3人
の姪という大世帯が一つの屋綬の下で生活していた。
乙の夫の実家は， F夫委の公団住宅から徒歩15分の距
離にあり，共働きである夫妻は.毎朝子供を夫の実家κ
預けている。夫委は，夕方には子供を引き取りに行くの
であるが，その際に夕食も夫の実家で済ませている。ま
た，週末は，必らず委方の両親宅を訪れ食事を一緒にし
ている乙とから，委lま.ほとんど食事を作る機会がない。
なお， f..レーの親達は，料理が上手でない鍛は結婚
できないと思っています。私の母親も，料理に関しては
熱心に教えてくれました。実際，私逮の場合は，宗教上
の理白から，中国系の人遠のように気軽に外食ができず，
どうしても家庭料痩中心の食生活になります。ですから
マレーの男性は，料理上手な女性を好むのですよ。」 と
いう婆の発言からも，夫妥が豚肉を忌食とするイスラム
教徒である乙とが分る。 乙のイスラム教との関連で，失
は子供を保育所ではなく実家K預けている理由を次のよ
うに説明している。 f私途イス ラム教徒の親が.子供に
まず段初に教えなければならない の は，“ Hall"と
“Haram"です。 “HalJ"とはイスラム教徒にとって
食用可能なもの，“Haram"は豚肉忌食に代表されるよ
うに食用不可なものを意味します。私達の生活は宗教に
より拘束される部分がかなりあります。 豚肉を食べない
規則に従うことがどれ程愈義のある乙とかは，イス ラム
教徒でない人聞にはとうてい理解できないでしょ う。結
局は，モスリムの子供達は，モスリムの大人によって養
育されなければならないのです。」
また， F夫妻の話fC拠ると，マレ一系シンガポール人
が老親を老人ホームに入れない理由iζ，“ Haram"が関
与しているとの乙とである。なぜならば，老人ホームで
使用される食器・包丁・ まな仮類は，豚肉』ζ触れていて，
穣れているとされるからである。乙の点からも，イス ラ
ム教の信者lζ対する宗教的拘束性の強きが伺われる。
F夫妻の結婚がモスリム法で定められた宗教婚であっ
たように，イス ラム教徒の婚姻は，非イスラム教徒との
間で行なわれるととも.親の是認なしに認められること
もない。宗教法 (MuslinLaw Act)下での婚姻には.
新郎 ・新婦側を代表する証人が必要とされ， 新婦側の証
人は通常父貌でなければならないからである。 F夫妻の
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場合も，他のイスラム婚同様に，委の家で結婚式の前日 上述の事例資料の背後Kある権造的メカニズムを考察し
“AKAD NIKAH"という結婚に関するi通過儀式を ていきたい。
宗教官 ・証人の同席のもとで終えている。「家庭内の事 まず，産業化されたシンガポール社会に於ける彼らの
柄については，夫である私が掻終権限を持っています。 宗教価値と綴族関係を支える価値の観点からの分析であ
モスリムの友性は，結婚前には父親の権威下，結婚後は るが，マレ一系の大多数を占めるイスラム教徒の場合は.
犬の権威下にあります。ですから，仮に，彼女の両銀が 乙れらの両者が問ーの範ちゅうの価値カテゴリーに整合
私との結婚に反対していたなら，私達は結婚できなかっ 的'C白かれていると考えられる。乙の乙とは耐接IC於い
たという乙とになります。」という夫の発言κ示唆され て夫主が「私途の結婚も一-生活も.イスラム教の宗教
るように，イスラム教では，1iの親に対する義務以び夫 t去によって行なわれるのです…・Jと述べている乙とか
に対する義務が明記されている。但し，乙の2方向から らも分る。結局.彼らの親族機能はイスラムの原理によ
妥に対する役書IJ期待が一致しない時は， r妻の夫への服 り支えられている。乙の乙とは.事例資料において，性
従が親へのそれに優先するJ(夫)。もっとも，妥は「日 別による役割lの閏定化，綴族および家族内でのポジショ
常生活では，夫と観からの期待が大きくずれる乙とはな ンによる関わり}jの途いが強調されていた乙とや.イス
いJと言う。 ラム教徒が生活の原点とするQUAR'NやHaji'Cも
F夫妻は，相方の定位家族』ζ毎月なにがしかのお金を 「綴に対する議務Jr子供に対する義務j等K閲する筒
渡している。 r私は7人兄弟姉妹の 4IlI'Elです。妹はま 所が数多く認められる乙とからP~解できる。すなわち，
だ学校教育を受けているし.私の父観も64.rκなります。 乙れらの内面化された生得本位の宗教価値は.産業化と
私だけではなく兄や姉も実家に送金しているのですが. 鋭和的な業績本位の価値の内而化を阻止するという点で，
乙のお金は.両親lζとゥて絶対に必要なのです。それに それは親族関係の強化岐となっていると見なされる。と
犬の実家も.毎日子供を見てくれています。義母は.お 言うのは業績本位の価値は，綴族機能を稀織化させる乙
菓子や玩具をJ息子に与えてくれていますし，お金を渡す とが， 理論的κ考えられるからである。
のは当然でしょうJ(委)というのが定{在家族への経済 次'C，乙のイスラム教が.どのようなメカニズムで級
銀助の主たる.P.Il由である。加えて，夫は「親を扶養しな 族機能の水準lζ影響しているかについて省目したい。統
い者';1モスリムではない」という貌扶獲を支える規範而 2十分析の図3・4において<'レ一系は他の民族iι較べ
を強調していた。実際に，犬は「親がどの子供とー絡に て紛族外資源κ対する志向性が低かった。との家族・続
器らしたいかによって，誰と同居するかが決定されます。 族システム以外の他の社会システムに対する依存度の低
妥の両親が将来，私達夫婦と同居したいなら.乙ちらは さ.すなわち<'レ一系貌族集団の機能的自律性のおさ
一向に構いません。Jとし，r妥方の親とも緊密な関係を を，イスラム教との関連IC於いて事例資料をii!iじて説明
維持している」と言う。 したい。事例では，豚肉忌食宗俸によりイスラム教徒の
ζのように，犬妥の日々の生活，彼らの左親扶養窓識 相互作用樹が限定されている乙とが明僚であった。具体
は，イスラム教と切り離しては理解されえなb、。乙の乙 的'C';1，“ Haram"という宗教規律により.異教徒と闘
とは， F夫妻との3度目のインタ ヒ'ューで更lι明らかに わり合いの量と笥が制限され、それ厳に.綴族システムに
された。夫は，シンガポールの近代市民法との対比で， 代表される同一宗教徒から成る民族・ンステムに依存し.結
宗教法について次のように説明している。 rもし，市民 果的にとの民族システムの繍E的自律性を高めてb、かざる
法で罰せられる犯罪を犯しでも刑務所で服役するだけの を得ない状況が第一点として錫げられる。第2点としては.
乙とです。しかし，反イス ラム的行為をすれば， 一生涯 “Ilaram"の持つ トー テム的速帯効果がある。豚を忌
をかけてもそのJ~を願う 乙とは出来ないばかりか，永遠 食とする乙とは.豚の忌食がイス ラム教徒の象徴fこり
に罪を彼る乙とになります。」イスラム教徒の間でよく える乙とを示唆している。彼らが豚を忌食する乙とは，
口にされる“Haji"からの引用句がある。 それは「天 閉じ習慣を共有することの象徴的表現であり，まさ
23 ) 
国は.母親の足の下にあるFC夫)という諺である。 r続 にその意味に於いて.彼らの迎潟を強めていく。 ζのトー
を大切にしない者は，その行為K対する制裁を覚悟しな テム的効果は.同宗教徒から成る7 レ一系の貌族成員の
ければならないJ(天)のである。 連絡にl刻しでも問機に機能するものと考えられる。
2) -b 考察 続いて<'レ一系の観族機能を維持する要となってい
ささほどの統計調査結果では<'レー系は同居志向lζ るものは.何であろうか。 7 レ一系の親旗関係を支える
より特徴づりられる鉱大家族志向性が強か勺た。そ乙で ものとして宗教価値が存在する ζとは既に触れてきたが
(11) 
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乙の一民族内での宗教価値が，産業化された全体社会の
業績本位的価値からの諸影響Kもかかわらず，依然とし
て世代間で継承されている背景には，宗教価値の制度化
がある。例えば，事例でもみられたようIL，結婚を初め
としたイスラム教徒の民事を扱う宗教法は宗教価値が結
婚制度に具現化された典型であり，特iζ乙れは宗教ホモ
ガミーと連動していた。また，シンガポールのイスラム
教徒は，モスクを中心lζコミュニティを数ケ所で形成し
ており，乙れらすべては「シンガポールモスリム宗教委員
会 (TheMajis Ugama Islam Singapore = Singa-
pore Muslim Religious Council) Jの管戦下にある。
乙の委員会は.コ ラー ンに従って，すべてのイスラム教
徒に， 2.3kgの米IC相当する金額を毎年ハリラヤの前lζ
上納することを義務づけている (tithe = fitrah)。そ し
て，宗教福祉の一環として， ζの上納金をイスラム教徒
の生活困難者に再配分する制度を確立しているのである。
いま一つの宗教価値の制度化として，イスラム教徒の子
弟を対象とした教育制度が抱矯される。事例からも，イ
スラム教徒の子供の社会化は宗教教育を中心的手段ICし
て行なわれている乙とが推察できる。乙の宗教教育は，
家庭外の領峻にも担i汰され，通常，子供達は放議後ICコー
ラン塾でイスラム教徒としての教育を受け江ければなら
ないのである。
以上7'レー系ICおいては.宗教的価値が極々の生活
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図8 7'レ一系親族関係にみる稀湾化阻止メカニズム
(12) 
領域で制度として具現化されている乙とについて指摘し
たが，それだけにイスラム教徒にあっては.イスラム教
の宗f~にそむく行為をと っ た場合，例えば，既婚子が親
の扶養を無視する行為iζ山た場合，彼らは.同じイスラ
ム教徒から有形・無形の伽臓を受け，事実上，宗教コミュ
ニティ内での生活が困難になる。その意味では，コ ラー
ン等に明記された「親iζ対する子供の義務Jなどの宗教
的価値は，マレ一系親族の機能水:殺を高めていると言え
るであろ う。
乙の綴lζ考察してくると，マレー系の親族機能を高く
維持させているメカニズムは，イスラム教という7 レー
民族独自の文化的要因と，前述した「親世代の相対的貧
困Jと「社会資源の限定性」そして「地理的狭小性Jと
いう全体社会の楠造的要因が相乗的に作用しているとこ
ろに特徴がある。従って，マレ一系親族機能を高めてい
る全体的なメカニズムは，図8の稀薄化阻止モデルICm
約可能であると思われる。
3 )インド系民族にみる稀薄化阻止のメカこズム
3) -3 0ケース
結婚12年白のD夫妻には， 3人の子供がいる。夫妻は，
複数のホテルと契約を結び，小さな清婦業を営んでいる。
昼間は住み込みのメイドが子供遠の世話をしており，現
在， 6人で一世帯を構えている。夫は，調査者の質問に
対して，次のように話し出した。
「乙乙最近になり，やっとビジネスも軌道にのり始め
ました。仕事は，主4ζ私の立任で行なっていますが，安
も，契約ホテルでの従業員の仕事ぶりを監督するなどし
て，私の仕事の手助けに忙しく働いています。ー 私の
実家は，兄弟と妹を合わせると 9人に成り，乙のうち既
婚者全員が， t見1ii:員，知人を介しての見合い結婚でした。
勿論，我々の場合もそうです。 我々が結婚した頃は，見
合いによる結婚が圧倒的に多く，私の周囲のほとんどが
見合い結婚でした。ー -相手の家柄 (caste)や性格に
ついて， まず両親が話を持ってきました。 私も実際K会っ
てみて気に入ったので，その旨を両親に伝えると，母親
はさらに妻の近所での評判を聞くなどしていたようです。
また.多くのインド人がするように，両親と私は占い師
に乙の縁談について占ってもらい，応終的な結論を下し
ました。我々インド系は，占いの75%は当たると確信し
ているのです。…-・結婚当初，私たちは，私の実家で，
両親，兄夫妻とその子供，そして，私の未婚の弟や妹と.
全員で16人が一緒IC暮していました。インド系シン力引ポー
ル人の場合，般が結婚するという乙とは，相手の家のメ
ンバーになる乙とです。 ですから，私達夫婦と私の両親
との関係は， 4寺IC結婚当初1;1，親族関係と言うより，む
本村他.シンガポールの鋭族関係 -413-
しろ続子関係のようなものでした。J ている。 rヒンズー教の重要な概念の一つに，カルマ
乙のように， D犬1Jは，夫の両親を中心とした鉱大家 CKarma)があります。カルマというのは運命 Cdestiny)
族での一夫妻ではあったものの，経済的機能.家事機能 のようなもので.名声や権威をぶ向せずに定められたカ
の遂行単位は，全体としての鉱大家族であった。長は)レ?をあるがままに受容する過程で.種々の義務を果た
乙れとの関連で次のように述べている。 r私jjの家族 (拡 さなければなりません。実際.我々の宗教は排他的とい
大家族)は， ζれまでお互いに助けあってきました。…… う言葉からはほど速く，現世で言われているどの神をも
夫の父親は，港湾の倉庫係として働き，多くの子供を育 信仰できるのです。 要は.カル7 による自分の義務を遂
て上げました。父貌は実目な人で，稼いだお金はすべて 行していく乙とが不可欠で，親lζ対する義務は，その最
そのまま母親に渡していたそうです。ですから，私も本 たるものです。また，宗教的なものを伝述する際lζ，
当IC父親の乙とはま守りに感じています。…・・私i主夫婦も 家庭はhlも重要な機関 Cagency)です。 私自身も宗教的
月収のすべてを母親lζ渡していましたし，その乙とに対 なものの多くを，級から学んできたし，その点でも両観
して何ら異和感を持った乙とはありません。」 を噂敬しています。Jと。
そして， D夫妻は，夫方定位家族と 8年間の同居をへ 3) -b 考 察
て新居IC移っている。乙の乙とに対して妻は 「それも シンガポール社会では.インド系は人口織成比が約6.8
私達の意志によるものでなく.夫の父親の:怠志によるも %と， oJらかにマイノリティ民族である。それは，事例
のです。 ーー ・住宅が狭かったという訳でもありません。 IC於いて1Jが，彼女自身と両親との!刻.i!liについて陳述す
恐らく父親が，夫の独立を期待したのだと思います。今 る際にも指摘している通りである。民族としての「マイ
はもう夫の両親と私達の家族 CD夫妻の抜家絞)との間 ノリティ」が，他の民族文化との銭触のなかで，インド
{ζli，以前のような関係はないかもしれませんが それ 系固有の生活習般に対する危機意識を引き起ζ し，それ
でも週IC2回程は，夫の実家を訪問して食事を一緒κし が土台となってインド系文化の保持窓識を高揚させてい
ますし，問題があれば，犬の母親に相談する時もありま る。結IUJ，乙の危機意識がその保持意識に転化して，鋭
す。Jと， 5.lIJ居後もIJii将の間ICは機能的な紐おが銭って 族成目の相任援助と連帯に貢献していると劣えられる。
いる。 事例において， 長が示唆する民族文化は『訟に宗教という
しかし一方， D夫Mと1J方両親との関係であるが，彼 より，主に家族内で伝承される民族のアイデンティティ
らは， r月に平均2度の割合で訪問しているにすぎないJ IC関与する生活様式である。少なくとも事例の妻は，彼
と言う。妻は，さらに付け加えて「嫁ぎ先で鍛が少々の 女の観との相互作用奇通じ，他の民族とはかなり異った
問題iζ直面しても，彼交の綴はその乙とには立ち入らな インドの文化特性一一それはぷ食住の全岐に渡る生活宵
いのが普通です。また，我々インド系の間では，嫁いだ 慣を含むのであるがーーを確認する中で白らの内なる民
娘が実家に送金するようなことも稀だと患います。もし， 族アイデンティティの保持を志向していると推察される。
私が実家に経済援助をすれば，それは両親の恥になりま そして，乙のアイデンティティ保持ぷ向のq:I(ζ，親族問
す」と述べている。むしろ，妻と両銀との関係は.経済 の相互依存性を大切lζしてい乙うとする態度が内包され
的側面よりも祭事の際の既婚子から親へのサービスの提 ている乙とは言うまでもない。
供が重視されており.乙のζとは，次の妥の供述に顕著 続いて，インド系の文化特性の一つであるヒンズ一教
に表われている。 r実家へは.定期的K訪問するという ーの宗教活動の特性を親族機能との関連で簡慢に論議し
訳ではないのですが，インドの祭り事がある時には.手 たし、。一般的に育って，シンガポールでは寺院より家庭
伝いに帰ります。また， EE後も必らず実家IC腐っていま 内での礼祥がヒンズー教徒の礼拝形態の主を成している。
した。 ζれは，rJf後28日間は実家に滞在し，一歩も出外 彼らの多くは，イスラム教の男性ほどには.定期的かつ頻
lζ出てはいけないとするインドの習慣に従ったまでの乙 繁{ζ寺院にHI向く J~ではない。しかし，恨例において鋭
とです。 我々インド系は.非常に複雑な儀式や習慣があ 察されたように.特1(，宗教的なものを伝達する場とし
ります。 ーー インド系は，シンガボールではマイノリティ ての家庭が，ヒンズ 教ー徒の聞で非常に重視されている
です。ですから，乙ういった民族の習慣の一つ一つを大 ものと思われる。すなわち，家庭において宗教的儀式を
切にしなければ，民族文化そのものが消滅してしまうよ 行なう中で，宗教の伝達の場としての家経が垂観され，
うな気がして・…・ ヒンズー教に閲する習慣もその一つで その伝達省と しての籾の権威を高めている ζとが考え
す。j られる。紙IC触れた統計分析の「既婚子iζ対する綴の
段後lζ，乙のヒンズー教について夫は次のように述べ 権威Jの項目でも.他の民族κ較べてインド系が忌も肯
(3) 
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定的であった乙とは.乙の考察を支持するものである。
勿論，続の権威そのものが鋭族機能を強化するのではな
い。その権威を持つ親が，カル7 を信傘し「鋭を大切に
する義務Jを日常の家庭生活κ於いて子供に教綬してい
るからである。
加えて，この親の権威は，見合い結婚による宗教ホモ
ガミ ーを強化し，車見族機能にプラスの影響を与えている
であろう乙とも指摘しておきたい。具体的に言うと ，親
がイニシアティブをとる見合い婚下では，婚姻によって
彼らの親族に組み入れられるであろう候補者は，インド
系閲有の生活機式を内面化している者lζ限定されてくる。
それ故IC，既1:近観者により承認を得た，少なくとも民
族文化的次元での同質的な新メンバーは，彼らの貌族機能
を維持すべく娠舞うことを周囲から期待されるのである。
さらに，ヒンズー教との関連で繍足すると.ヒンズー
教の宗教価値は，カJレ7Kより定められた各人の義務を
日々の行動において遂行する乙とを強いる。それ放に，
既婚子と親との相互依存的関係もまた，カル?に代表さ
れる宗教価値の具現化として捉える ζとが可能であろう。
以上，インド系の親族関係の稀薄化を阻止していると
推測される要因とメカニズムを事例から抽出し，簡単な
説明を行なってきたが.その内容は.図9のようにモデ
ル化されるものと思われる。
更に，乙乙で注怠を必要とする乙とは.インド系の溺
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合，紙面の都合上紹介できなかった他の事例に於いて，
D夫妻の事例ICは見られなかった特徴が観察されている
乙とである。例えば，インド系A夫委にあっては，夫妥
の験場での上昇志向の強さが伺われた。特1:，夫はコン
ピュータ一関係の外資系企業に勤務しているが，自分の
現在の仕事に対する業績志向性，誇りをインタヒeューの
中で繰り返し言語化していた。また，彼の験場での人間
関係は，彼の話を聞く限りKおいて，非常に合理的な関
係であるように思われる。 A夫妻が新築した住宅は，夫
妻の寝室以外1:，夫の書斎，子供部屋，祖母の部屋など，
住空聞が細分化され， i個」の原理を優先させた住機造
を有していた。乙のように見ていくと， A夫妥の恩考機
式は.極めて西洋的な価値観により特徴づけられている
乙とが分かる。しかし，乙れらの西洋的価値，つまり西
洋的生活様式のインド系固有の生活への取り込みは，そ
のままの形ではなく.伝統的なイン ド系の1基本的な文化
特性と矛盾しないように修正されて受容されているよう
に思える。例えば，との事例において夫は，産業化と続
和関係にある個人主義の槻念を次のように鉱大解釈して.
カル?の教えと適合させていた。 i西洋の個人主投は我々
の言う個人主義とは異なります。彼らの個人主主は私人
主義 Cmeism)に陥入り，既婚子が老親を棄て，あるい
は.老親が既婚子に貸したお金を返済してくれないとの
恩由で告訴したりしています。乙のような事は，ヰノンカ'
ポーJレのインド系民族では起り得ないことのように思わ
れます。私達が個人主義と言う場合，それは，自分を生
かすと同時に他人を尊重する乙とを決して忘れません。
つまり ，個人主袋と言っても，いろいろの窓味があると
思いますが，個を生かすが紋1:，他人や全体K迷惑をか
ける乙とをも良しとするような西欧で実践される個人主
義の現実的側面は，カル7 の考えに反するものです」
と。乙のような個人主畿の規定は，文化変容P.Il論で言う
「新解釈jに相当し，その意味でインド系は，産業化の
価値を修正定後して独自の文化に組み込んでいることが
推測される。事実， A夫妻は，週2-3回，実家を訪問
しており，彼らの親族関係は， D夫委のケース同様に緊
密なものである。すなわち，A夫婆のケースに観察され
る様なインド系の業績志向性の強さにもかかわらず，彼
らの親族機能が維持されている背長Kは，産業化と親和
的な諸価値に対して「新解釈Jが行なわれているであろ
う乙とも，段後に付け加えておきたい。
結論と今後の課題
産業化と親族関係の関連を見た本研究では，シンガポー
図9 インド系親族関係にみる稀薄化阻止メカニズム Jレの鋭族関係は.加速度的産業化にも関わらず，親族機
(14) 
本村他:シンガポールの親族関係 -415-
能がさほど低下しているとは言い難い乙と，そして，そ
の稀薄化阻止メカニズムの論議では， I司じ産業化の影響
下』とありながらも民族lとより各々独自の阻止メカニズム
を有していた乙とが，明らかになった。
本節では.産業化からの親族関係への影響は各々の民
族固有の「受けとめ方Jによって相違するという筆者の
基本的な見解をより明解にする形で，結論としたb、。
スパイサー (Spicer，E. H. 1961)24{ま，異文化
K対する民族の「統合過程Jを4つに類型化したが，乙
乙では，乙の枠組lζ示唆を得て，西洋の価値で特徴づけ
られる産業社会の文化的特性を，シンガポーJレの各民族
が，主体的にどのような形で受けとめ，親族関係の稀薄
化を阻止しているのかについてこれまで提示されたデー
タを基に言及したい。
最初IC，民族別考察のところで，状況中心的で、あると
された中国系は，中国の伝統的社会を支えてきた{需教道
徳を文化特性として有していたが，それは，産業社会の
効率性追求の業績本位的なものによって結果的に表退の
兆しを見せている。つまり，彼らは，シンガポールで，
乙の産業社会の新しい価値と対立するのではなく，むし
ろ，それを主体的に内面化していった。 ζの意味におい
て，中国系統族関係の変化は，産業化を支える西洋的価
値という外在的要因と，中国系民族独自の状況中心的価
値志向という内在的要因の複合的相互作用にその原因を
求めることは妥当と恩われる。 結局，中国系の場合は，
彼らの状況中心的価値志向が，業績本位で個人主義的な
もの(外在的要因)への適応を促進する方向で作用し，
結果的には，儒教道徳、などの伝統的価値が消滅させられ
ている傾向にある。乙のととは，夫婦家族イデオロギー
という外在的なものの内面化が， 中国系に於いて比較的
顕著lζ認められたζ とからも理解できる。 乙の様tζみて
くると，中国系による産業社会固有の価値の受容過程は，
文化変容理論で云う「同化受容J Cassimilative accep-
tance)の様相を呈していると云えるであろ う。中国系
の親族関係がマレ一系，インド系lζ較べて，稀薄化の方
向を示しているのは， 乙の同化受容の帰結として考えら
れる。
次lζ，親族機能の水準が非常に高い7 レ一系であるが，
その本質的原因は，産業化の諸要因』ζ求められると云う
よりも，むしろモスリム社会内部lとあると考えたい。換
言すれば7'レ一系は，社会の産業化と線約l性の高い業
績本位的価値を内面化し，それを具現化する形で経済力
を高め，そしてその力によって従来から存在していた親
族の相互援助機能を維持していくのではなし、。むしろそ
の存続維持のための線源的エネルギーは，彼らの制度化
(15) 
された宗教価値に基づく生活原浬そのものに求められる。
その意味では7'レ一系においては，産業化において台
頭してきた業績本位的価債を宗教的価値によって特徴づ
けられる親族関係の場から隔離させる方法で，親族機能
を高めていると言えるイ結局，産業化と親和関係にある
西洋的価値のマレ一系による受容形態は， i隔離受容J
Gsolative acceptance)と見なすことが口J能であろう。
i最後に，インド系の場合であるが7'レ一系と較べて
親族関係のあり方をはじめとする生活全般IC於いて， 宗
教的拘束は強くなし、。なお，自らの民族文化に対する同
一化の程度は中国系lζ較べると高い。しかし，一方，彼
らは，ヒンズー教の持つ柔い拘束性.から，産業化と親和
関係にある個人主義や合理主義の西洋的価値に対 して，
柔軟な態度をも示している。また，ヅンガポールではイ
ンド系はマイノリティである。そして，その ζとtζ由来
する他の民族からの心理的疎外感も強し、。 7 イノリティ
ゆえに自分たちの民族固有の文化が消滅させられるので
はないかという潜在的危機感も事例研究で観察されてい
る。それ自主にインド系民族li，親族関係のあり方をはじ
めとする独自の生活様式，つまり自らの文化に対して，
それを絶えず意識化する形で臨んでいる。従って，彼ら
は，自らの民族文化保持のために，産業社会を支える業
績本位の価値を中国系の様に容易に受容する訳ではなく，
その受容の程度は，自らの民族文化の本質IC抵触しない
範囲に留まっている。例えば.彼らは，職業システム内
で強調される業績本位的価値(異質な外::(~的要因)を内
l面化しているが，その程度は.生得本位的価値により特
徴づけられる親族関係を稀薄化させるものではない。乙
の乙とは，事例研究においても，彼らが乙の論問的に整
合しない2組の価値をめぐって.さしたる葛藤を経験し
ていなかった ζ とからも理解できる。乙のととを参考IC
すれば，イン ド系の産業化に対する主体的な受容形態は，
伝統的な親族機能を保持させながら，新しい文化的特性
を組み入れているという点で「編入受容JC incorporative 
acceptance)と云うことが出来るであろう。
最後IC，大胆な予測をするならば，i同化受容Jのメ
カニズムにより特徴づけられた中国系においては，彼ら
の基本的価値志向が「状況中心的価値志向Jであるだけ
に新しく生起してくる社会的条件如何Kよっては，上述
のメカ ニズムが作動しない ζ とが推測される。なお7'
レ一系，インド系の親族関係の阻止メカニズムは，変質
しにくい宗教原理が線強く組み込まれている乙とから
たとえ新しい条件が出現しても，産業社会のなかで存続'
していくと考えられる。
なお，今後の課題であるが，本研究は乙れまで産業化
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の姿因と文化的要因を説明変数IC位置づけて，親族関係
の機能を分析してきた。しかし，我々の民族引事例研究
は.シンガポールの親族関係が，民族をとえ，あるいは
血縁・地縁関係を乙えた「知人 ・友人関係Jによって.
一体，どのような影響をうけているかに関心をひきよせ
てくれた。したがって今後の研究課題のひとつは.知人・
友人関係の量的広がりと，質的な深まりが，彼らの籾族
機能にどのような影響を与えているかを明らかにするこ
とにあるように思える。いまひとつの課題としては，級
族機能を説明変数として位悶づけ，シンガポールが多民
族社会である乙とを考慮ICいれて，彼らの「政治志向J
「国家的同イ金J.rシンガポールでの永住志向性J.r配偶
者選択の基準J，そして「月怨とする線族関係」などを
研究していく ζ とがあげられる。
乙のように本研究の展盟は明るいが，しかし乙れらの
研究を今後行なっていく際に，解決しておかねばならな
い基本的な問題が二つある。そのひとつは，より代ぷ性
のおいサンプルをどのように作るかであり，いまひとつ
は，通文化的民族比較研究において，しばしば見られる
言語の問題をどのように解決するかにある。
今後，乙れらの問題点を解決すべく努力しながら，上
.id3の研究課題について研鎖していきたい。
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Summary 
羽lepresent study deals with one of the rnost frequently discussed topics regarding the inf1uence of industrialization 
on kin relation in Singapore society. Singapore as a rapidly industrializing society is characterized by multi-ethnic social 
structure. We are interested in exploring the effect of industrialization on kin relation which is assumed to vary from 
one ethnic group to another. 
In the flfst part of the study， an attempt is made to exarnine the appropriateness of the hypothesis出atindustrai1i-
zation makes an irnpact on kin relation in the direction of an attenuation. 
Methodologica1ly， although several ways to rneasure industrialization have been observed in the studies of family 
sociology， we adopt the method of methodological individualism.百四 independent variables as rneasures derivea from 
this method are geographic rnobility， the attainrnent of higher education and wornen 'sparticipation in occupationa1 
systern. As far as the definition of kin relation is concerned， the present study only.concerns the relation of adult 
rnarried couples to their parents. The data used in the statistical analysis are frorn a samp1e of married couples with 
at least one parent alive. ln couples chosen， either the husband or wife is eligible for filing in the questionnaire. 
Qur hypothesis stipulating that independent variables for industrialization attenuate kin tie rnay hold true for sorne 
of our statistica1 findings. However， itis more irnportant to not巴 thatthe data show the effect of industrialization 
on kin relation is not strong. It is， therefore， rneaningful to proceed to the discussion of the mechanisrn in which an 
attenuation of kin relation supposedly caused by industrialization is held back in Singapore. 
In the second part of the study， for the clarification of rnechanisrn stated above sorne in-depth interviews are con・
ducted to obtain detai1ed inforrnation on the outlook of kin relation in each ethnic group. Kin relation of the Chinese， 
the Malays and the lndians are exarnined. The rn匂orfinding are surnmarized as follows: 
(1) The Chinese， asa major ethnic group， have the lowest level of functionality of kin relation among three ethnic 
groups， and are in the very initial stage of transition to the conjugal fami1y. However the speed of transition has been 
curbed largely due to the relative poverty of their parent， the scarcity of social resources and the favorable geographic 
condition. lt is， therefore， possible to assurne that the Chinese who are rnost receptive to external change， rnight follow 
the pattern of western kin relation as industrailization proceeds further. 
(2) The Malays are characterized by their intirnate kin relation. We attribute high functionality of their relation to 
their religious value of Islarn. Based on principles of Islam， roles are aJlocated according to the ascriptive difference 
such as sex and age， which emphasizes the positional inf1uence rather than the personal one. This principle rnay hold 
true for their kin systern which explicitly or implicitly constrains their behavior. Furtherrnore this religious value 
has been， toa certain extent， rnateria1ized in their social institutes. For instance， itis rea1ized in the forrn of Muslirn 
Law Act. Therefore， inthe Malays， industrialization doesn・tirnrnediately link thern to penetration of the ideology 
of the conjugal farnily. 
(3) With regard to kin relation of the lndians， we relate it to the characteristics of their religious activity observed 
arnong the Hindu. In the Hindu farni1y， horne is regarded as a sacred place to transrnit the essentials of Hinduisrn. This 
ernpowers the elderly parent to rule over religious events， and thus enhances hisfher authority over other rnembers of 
the farni1y. It is also relevent to note that in Singapore society， the Indians are fewest in nurnber. In the process of 
each stage of irnrnigration， likely or not， they have increased the level of functionality of kin as well as of their ethnic 
group for the adjustrnent to a new society， which consequently leads to the ethnic hornogamy and high cohesiveness of 
kin. 
(8) 
